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要　　旨

撮影スポットとは，撮影対象として優れた景色や建築物を有する場所のことである．一般的
に良い撮影スポットで写真撮影を行うことで，良い写真を撮れる可能性が高まる．そのため，
撮影旅行等を計画する際に良い撮影スポットに訪れる事は有用である．一方，撮影スポット
は無数に存在するため，どの撮影スポットに訪れるのかを選定する必要がある．しかし，撮
影スポットに関する情報はWebサイトや観光雑誌等に分散しており，撮影スポットを選定す
る作業に手間がかかってしまう．またこれらの情報源からは，時期や時間帯ごとの人気度や
外観の変化等の詳細な情報を得難い．そこで本研究では，撮影スポット選定に必要な情報と
手順をまとめた．その上で，大量の地理情報付き写真データを用い，撮影スポットの情報を
詳細かつ包括的に表示し，その選定を支援するインタラクティブな視覚的ツールを開発した．
これにより，従来よりもスムーズに撮影スポットの選定が行えるようになった．
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第1章 序論

1.1 撮影スポットとは
撮影スポットとは，撮影対象として優れた景色を有する場所のことである．京都府や京都

市といったの大きな地域的括りではなく，例えば清水寺や，三十三間堂のような局所的な場
所が撮影スポットとなる．撮影を主な目的とした旅行をする人は，より良い写真を撮影する
ために，撮影スポットに訪れることが多くある．

1.2 撮影スポットの選定と問題点
撮影スポットは無数に存在するため，訪れる撮影スポットを選定する作業が必要となる．選

定作業には候補選択，情報取得，比較選定の 3つの行程が存在する．まず，候補選択におい
て，訪れる撮影スポットの候補を選択する．この行程では撮影スポットをみつける．次に情
報取得において，撮影スポットの情報を取得する．最後に比較選定において，候補に挙げた
撮影スポット同士を比較し，訪れる撮影スポットの取捨選択を行う．
撮影スポットの選定において，重要視すべき要素が 2つある．1つ目は撮影スポットの位置

である．撮影スポットに訪れることを考えた時，撮影者が撮影スポットへたどり着かなけれ
ばならないため，位置情報は不可欠である．また複数の撮影スポットを訪れることを考えた
時，それらの相互的な位置関係が重要になる．２つ目はそのスポットで実際に撮影できる写
真や人気の時間帯といった撮影に関する詳細な情報である．撮影を主な目的とする場合，こ
のような情報が必要となる．撮影スポットの選定は，上記 2点を確認しながら作業を進める
必要がある．
これらの情報元は，様々な撮影スポットの情報を記載している．それらの情報は，地域的

にまとめたり，ランキング形式にして表示される．しかし，ランキングでは撮影スポットの
位置や，複数撮影スポット間の位置関係が分かりづらい．また，地域的にまとめる時，多く
の場合，行政区画等で区分けしているが，必ずしも撮影者の行動範囲がその区分けに合致す
るとは限らないため，希望の範囲の撮影スポット情報が得られない場合がある．また，撮影
スポットで撮影される写真のサンプルや人気の時間等の情報は分散していたり，得るのが難
しいなどの問題がある．
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1.3 本研究の目的とアプローチ
本研究は，撮影スポット選定の支援を目的とする．そのためにまず，撮影スポット選定の

方法とそのために必要な情報を整理する．それを踏まえて，大規模な地理情報付き写真デー
タを用い，地図ベースの撮影スポットの検索と，撮影スポットの詳細情報を得ることが可能
なツールを開発する．

1.4 本論文の構成
本章では，撮影スポットについて説明し，撮影スポット選定の際の問題点を述べた．そし

て，研究の目的とアプローチを述べた．第 2章で関連研究を述べる．第 3章で撮影スポット
選定に必要な情報と手順をまとめる．第 4章でツールの開発について述べる．第 5章でユー
スケースを作成し，第 6章でツールの考察を行う．第 7章で結論を述べる．
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第2章 関連研究

本研究では，撮影スポット選定支援ツールの開発に際し，大規模写真データを用いる．写
真データには，時間，地理，写真に関するタグなどの様々な情報が含まれている．そのよう
な写真データに含まれる情報を用いて，撮影スポットの抽出や可視化を行う研究は数多くな
されている．また，撮影スポットの抽出にかぎらず，地域を代表する写真や地理情報を写真
データから推測する研究，旅行計画を支援する研究もなされている．
そこで本章ではまず写真共有サイトについて述べる．そして，大規模写真データを用いた

研究を代表抽出，地理情報抽出，撮影スポット抽出，旅行計画の 4つの観点から紹介する．

2.1 写真共有サイトとは
撮影した写真をWeb上にアップロードすることで全世界の人々と共有する写真共有サイト

というものが存在する．Flickr1や Photohito2,500px3などがその代表例である．これらのサイ
トには非常に多くの写真が投稿されている．投稿された写真には，写真そのものの画像情報
はもちろん，撮影された時間を記録した時間情報や，投稿者が任意につけることの出来るタ
グやタイトル等の文書情報が含まれている．また，一部の写真にはどこで撮影したかが分か
るように，位置情報が付属されていることもある．大規模な写真データと，その写真に付属
する情報を用いた研究は多くなされている．本研究においても，撮影スポット選定ツールの
開発のために大規模写真データを用いた．

2.2 撮影スポット抽出
大規模写真データから撮影スポットを抽出する研究がなされている．
Crandall[7]らは，大量の写真と，それに付属した位置情報やタグに基いてクラスタリングを

行うことで，多くの人が訪れる人気のスポットやランドマークを抽出出来る事を示した．ま
た，同一撮影者の撮影した写真から，撮影ルートの軌跡が得られることも示した．

Kisilevich[8][9]らは，撮影スポットの視覚的探索のために，ズーム可能なインターフェー
ス設計した．この研究では撮影スポットの分布や，その撮影スポットで撮影された写真を見

1https://www.flickr.com/
2http://photohito.com/
3https://500px.com/

3



ることが可能となる．しかし，撮影された写真の時間や時期の分布等のより詳細な情報が無
いため，撮影を主目的とした撮影スポットの選定は難しい．

Shirai[10][11]らは，位置だけでなく撮影時にカメラがどの方向を向いているかという情報
も含めて，撮影スポットの抽出を行った．Shiraiらは，撮影対象の位置と，撮影対象を撮影で
きる範囲を分けて考え，写真撮影時の位置とカメラの方向の情報から，それらを抽出する方法
について述べた．熊野 [12][13]らは，位置と画像特徴に加え，時間という情報を用いて，撮影
スポットの抽出を行った．「どこ」という情報に加えて，「いつ」という視点を含めて，大規模
写真データから旬な撮影スポットを抽出した．また，画像特徴を用いることで，クラスタリ
ングにより得られたある撮影スポットで撮影された写真を，撮影対象や時間帯別に分類した．
これにより，より整頓された撮影スポットの情報が得ることが出来るようになった．Shiraiら
や熊野らの手法により，1つの撮影スポットに関して詳細な情報を得ることが可能になった．
しかし，無数に存在する撮影スポットの中から訪れるスポットを決めるためには，撮影スポッ
トの情報を取得可能にするのに加えて，俯瞰的な検索を出来るようにしなければならない．

2.3 代表抽出
大規模写真データのタグ情報や位置情報などを用いてその場所の代表的な要素を抽出する

研究もなされている．
Kennedy[1]らは，写真の画像特徴やタグ情報を用いて，あるロケーションを撮影した写真

群の中から，そのロケーションを代表するといえる写真の抽出方法について述べた. Hao[2]ら
は，Web上の旅行談に含まれる写真と文書情報を用いて地域の代表的なランドマークを抽出
し，文字情報と写真による外観図を作成する方法について述べている．Yin[3]らは,写真に付
与された文書情報と位置情報を用いて地域ごとの地理的なトピックを抽出し，地域間の文化
を比較することで，新たな知識を発見できることを示した．
これらの手法は，ある特定の撮影スポットや地域に着目した時，その概要や代表的な写真を

得るためのものである．しかし，撮影スポットの選定には，単独ではなく複数の撮影スポッ
トの情報を取得し，比較する必要がある．そのため，これらの手法を撮影スポットの選定に
使用することは難しい．

2.4 地理情報抽出
大規模写真データの位置情報に着目することで，その地域の地理的特徴を抽出する研究も

なされている．
Hays[4]らは，写真の画像特徴と位置情報を用いて，同じ被写体を撮影したと思われる写

真 Flickrから取得し，写真の位置情報から，撮影された場所を推定する方法について述べた．
Wang[5]らは，写真の画像特徴と地理情報を用いて積雪地域や，植物の植生地域等の自然情報
を推定する方法について述べている．Sengstock[6]らは，写真の地理情報とタグ情報を用いて
潜在的な地理的特徴を抽出する方法について述べた．

4



これらの手法により，大規模写真データから，撮影スポットの情報だけでなく，撮影され
た地域の地理的特徴も抽出可能なことが示された．

2.5 旅行計画
Crandallらが，撮影ルートの軌跡を抽出出来る事を示したことを受け，大規模写真データか

ら旅行計画を推薦する研究がなされている．
Arase[14]らは，写真の地理情報，時間情報を用いて過去の旅行経路のマイニングを行った．

また，利用者が，旅行の目的地や期間，旅行のテーマを入力することで，それに沿った旅行
計画を作成し，その写真をスライドショーで閲覧可能にするシステムを開発した．

Lu[15][16]らも，大規模写真データから旅行計画を作成するシステムを開発した．この研
究では，滞在時間の入力により，詳細な旅行経路を自動生成することが出来る．また，地図
を中心としたインタラクティブな視覚的ツールを開発することで，利用者の好みにあった旅
行計画の作成を可能にした．
これらの手法では，効率的に旅行計画を作成することが出来る．また，その過程で，撮影

スポットで撮影された写真を見ることも出来る．しかし，撮影を主目的とした撮影スポット
選定を行うためには，人気度や人気の時間帯等の写真だけでない詳細な撮影スポットの情報
が必要となるため，異なるアプローチが必要となる．
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第3章 撮影スポット選定に必要な情報と手順

撮影スポット選定支援ツールを開発するためには，撮影スポットの選定のためにすべきこ
とを整理する必要がある．そのためにまず，撮影スポットの選定に必要な情報と，必要な手
順を整理した．

3.1 撮影スポット選定に必要な情報
撮影スポット選定の際に考慮すべき情報は大きく分けて 2種類存在する．1つは撮影スポッ

トの選定作業を行う撮影者自身の情報，もう 1つは撮影スポットの情報である．以下にそれ
ぞれ詳しく記述する．

3.1.1 撮影者情報

撮影者情報とは，撮影者の行動範囲や行動可能な時間帯等の，撮影スポットを選定する上
で必要となる情報である．撮影者情報を分類すると以下の 3種類が存在する．

1. 地理的制約

地理的制約とは，撮影者の行動起点地や行動範囲のことである．利用者が自宅から半径
20km圏内程度しか移動できない場合は，その範囲から撮影スポットの候補を探しだす
ことになる．また，行動範囲は撮影者が電車を使用するか，車を使用するかなどによっ
て変動する．

撮影スポットを訪れることを考えた時，撮影者が撮影スポットへ辿り着かなければなら
ないため，位置は絶対不可欠な情報である．そのため撮影者情報の中でも最重要なもの
であるといえる．

2. 時間的制約

時間的制約とは，撮影者の行動可能時間のことである．行動可能時間には，日付と時間
帯が存在する．例えば，今週末に，どこかの撮影スポットに訪れるという場合は，土日
の 2日間という日付が行動可能時間であるといえる．また，出張先で午前中の空いた時
間でどこかに撮影に行きたい等という場合は，その午前という時間帯が行動可能時間と
なる．
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撮影スポットによっては，営業時間や人気の時間帯が存在するため，撮影スポットを
選定する上で，それを自分の行動可能時間と比較する必要がある．また，複数の撮影ス
ポットを訪れる際は，移動時間の考慮も必要になる．

3. 撮影要望

撮影要望とは，撮影者が何を撮影したいのかという情報である．例えば，紅葉を撮影し
たい，寺社仏閣を撮影したい等の要望があった場合，それに沿った撮影スポットを選定
する必要がある．撮影要望は，「カテゴリ」と「スポット」，「お気に入り写真」の 3つ
に分類することが可能である．

「カテゴリ」とは，紅葉や寺社仏閣等の，撮影対象の種類のことである．秋になったの
で紅葉の写真をどこかに撮りに行きたいと言った場合には，紅葉というカテゴリに合致
する撮影スポットを探す必要がある．

「スポット」とは，撮影したい撮影スポットのことである．新しく出来たので東京スカ
イツリーに行って写真を撮りたいという場合は，東京スカイツリーというスポットが撮
影要望となる．

「お気に入り写真」とは，撮影者が気に入った写真のことである．雑誌やWebサイト
等で個人的に気に入った写真を見つけ，その写真と同じように撮影したい時は，その写
真の撮影スポットや，類似する撮影スポットを訪れる必要がある．例えば，清水寺のラ
イトアップされた写真を見て，同じようなものを撮影したい時は，清水寺がライトアッ
プされている時期に訪れる必要がある．また，車のライトが線状に写っている，長時間
露光の写真が気に入った時は，その写真が撮影できるような幹線道路等の撮影スポット
を探す必要がある．

撮影スポットの選定の際には，これらの撮影者情報を前提におき，訪れる撮影スポットを
探していく．例えば，10月 25日に鎌倉に出張で訪れるため，午前中のちょっとした空き時間
にどこかに写真を撮りに行きたいといった場合は，地理的制約として鎌倉周辺，時間的制約
として 10月 25日の午前中，撮影要望は特に無しとなる．

3.1.2 撮影スポット情報

撮影スポット情報とは，その撮影スポットはどこにあるのか，人気の時期はいつ頃なのか
等の，撮影スポットに関する情報である．撮影スポット情報を分類すると，以下の 5種類が
存在する．

1. 位置情報

撮影スポットの位置の情報である．撮影スポットに訪れる上で不可欠なものである．ま
た，複数撮影スポットに訪れる際，その位置関係を考慮する必要がある．
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2. 時間情報

撮影スポットの時間情報には幾つか種類がある．

まず，1つ目に挙げられるのが，営業時間である．寺や神社などにおける拝観時間や，
ライトアップ等の実施時期がこれにあたる．それによって，撮影スポットに訪れる時間
が制限される．

次に挙げられるのが，人気の時間である．撮影スポットによっては，ある特定の期間や
時間帯に人気度が上がる所がある．例えば夜景スポットでは夜間に，紅葉は秋ごろに撮
影が集中する．

3. 人気度

人気度とは，周辺の撮影スポットと比較して，その撮影スポットの人気はどのくらいな
のかという指標である．撮影スポットは無数に存在するため，人気度は候補を選択する
際の指標として有用である．人気度は，その撮影スポットにどのくらいの人数が訪れた
のかや，どのくらいの枚数の写真が撮影されているのか等をもとに定められる．基本的
に，人気度の高い場所の方が，より良い撮影スポットであることが多い．

4. 外観

外観とは，撮影スポットがどのような外観なのかという情報である．外観を得るために
は，その撮影スポットで撮影された写真が必要となる．写真が多いほど，外観の様子が
より分かるようになる．また，季節や時間によって風景は変わるため，様々な時間に撮
影された写真を見ることが有用となる．中でも特に，人気度の集中する時間帯に撮影さ
れた写真は，その撮影スポットの見どころの時期である可能性があるため，重要となる．

5. カテゴリ

カテゴリとは撮影スポットをカテゴライズした情報である．例えば，寺や森がそれにあ
たる．寺の写真が撮りたい，紅葉の写真が撮りたい等，予め撮影者が撮影したい対象が
決まっている場合に必要な情報となる．

3.2 撮影スポット選定手順
撮影スポットの選定は，3.1節で述べた，撮影者情報と撮影スポット情報を元に，作業を進

める．
1.2節で述べたように選定作業には大きく分けて 3つの行程，候補選択，情報取得，比較選

定が存在する．

1. 候補選択

候補選択では，撮影スポットの候補を選択する．この時，その撮影スポットがどのよう
なところであるかなどの情報は必要ではなく，名前や位置だけで候補を選択する．例
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えば，ランキング 1位に Aという撮影スポットがあったとき，Aはどのようなところ
なのだろうかと思い，詳細な情報を調べようとする．また，出張先のホテルの近くに撮
影スポットがあったとき，その撮影スポットの情報を調べようとする．そういった，無
数に存在する撮影スポットの中から，1つを選んで調べようとする状態が候補選択とな
る．しかし，撮影スポットは無数に存在するため，全ての候補を調べるのは現実的では
ない．撮影者の情報がある程度決まっている場合は，訪れたい地域や，訪れることの出
来る時間帯で撮影スポット候補を絞ることが有用である．また，その上でランキングを
表示し，上位のスポットを閲覧可能にしたり，ヒートマップを用いて色の濃い部分に着
目させることで，効率的に撮影スポットの候補を選択することが出来る．

2. 情報取得

情報取得では，3.1.2節で述べたような撮影スポットの情報を取得する．ここで取得し
た情報を吟味し，今調べている撮影スポットを訪れる撮影スポットの候補に入れるかど
うかを判断する．

3. 比較選定

比較選定では，列挙した撮影スポットの候補同士を比較する．撮影スポットの位置や外
観を見比べるなどの単純な撮影スポット同士の比較や，複数の撮影スポットの位置を把
握した上で，多くの撮影スポットを巡れるような組み合わせを考えるなどの作業を行う．
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第4章 ツールの開発

先に述べた撮影スポット選定に必要な情報と手順に基づき，撮影スポット選定を支援する
ツールを作成する．まず，本ツールで満たすべき要件を述べ，ツールの概観と，どのように
要件を満たしたか述べる．そして，写真データをもとに，どのように撮影スポットの情報を
提示するかについて述べる．最後にツールの各要素の詳細を述べる．

4.1 ツールの要件
本研究では 3章で述べた，撮影スポット選定に必要な情報と手順を基に，以下の条件をみ

たすようなツールを開発する．

• 要件 1

撮影スポットの情報（位置情報，時間情報，人気度，外観，カテゴリ）を取得できる．

• 要件 2

候補選択，情報取得，比較選定の撮影スポット選定手順をスムーズに行うことが出来る．

• 要件 3

撮影スポットの地理情報を把握しながら要件 2の選定作業を行うことが出来る．

• 要件 4

任意の範囲に存在する撮影スポットを見ることが出来る．

4.2 ツールの概観
4.1節で述べたツールの要件を満たすようにツールを設計した．図 4.1にツールの概観を

示す．
画面の中央には地図に撮影スポットの分布を示すヒートマップを重畳表示する．
画面左側には，撮影スポットと写真のランキングを表示する．撮影スポットのランキング

は，ヒートマップのそれぞれのメッシュの値に基づいて作成する．写真のランキングは現在
表示している地図の範囲に存在する写真を撮影数や，閲覧数降順で表示する．撮影スポット
写真のランキングはタブ切り替えで表示する．

10



画面の右側には，撮影スポットの情報を表示する．ヒートマップやランキングで選択した
撮影スポットの情報がここに表示される．右上部分には，撮影スポットのタグや人気の時間
帯等の文字情報と，撮影時間分布の行列表現を表示する．この 2つはタブにより切り替え可能
にする．右下部分には撮影スポットにおいて撮影された写真を表示する．写真の表示法は閲
覧数や評価数降順と，時間による分類，時期による分類の 3種類をタブ切り替えで表示する．
また，気に入った写真や撮影スポットを保存するために，写真の地図上へのマッピングや，

撮影スポットのメモリを可能にした．
画面上部には，ヒートマップのサイズ変更や，閲覧数と評価数の基準の変更などを行うメ

ニューバーを設置した．
本ツールでは，画面中央部のヒートマップ，または画面左側のランキングから撮影スポッ

トの候補選択を行い．画面右側で情報取得を行う．そして気になった写真や撮影スポットを
地図上に記憶させておき，最後に記憶した撮影スポットを比較選定し，訪れる撮影スポット
を決定する．
画面右側の撮影スポット情報により，要件 1の撮影スポット情報の取得が可能になる．ま

た，ツールの 1画面内で候補選択，情報取得，比較選定を画面遷移なしで行えるため，要件 2
のスムーズな作業が可能となる．そして，それらの作業中，常に地図が中央に表示されてい
るため，要件 2の撮影スポットの地理情報を把握しながらの選定作業が可能となる．ツール
中央の地図はスクロールによるズームイン，ズームアウト，ドラッグによる移動が可能なた
め，要件 4の任意の範囲に存在する撮影スポットを見ることが可能となる．

図 4.1: ツールの概観
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4.3 撮影スポット情報の提示
4.3.1 大規模写真データの情報

大規模写真データには大量の写真の情報が含まれている．それぞれの写真には以下の情報
が含まれる．

• 時間情報（写真の撮影時間）

• 地理情報（撮影地点の緯度経度）

• URL（写真の写真共有サイト上の URL，サムネイル URL）

• タイトル（写真のタイトル）

• タグ（写真に付属しているタグ情報）

• 閲覧数（写真共有サイト上で何人が閲覧したか）

• 評価数（写真共有サイト上で何人がブックマークしたか）

4.3.2 写真データからの撮影スポット情報抽出

大規模写真データの情報からどのように 3.1.2節で述べた撮影スポットの情報を得るか述
べる．

• 位置情報

写真データの緯度経度から，どの撮影スポットで撮影された写真なのか分類する．

• 時間情報

写真データの撮影時間を元に，撮影スポットで撮影された写真の時間分布を得る．

• 人気度

それぞれの撮影スポットで撮影された写真の枚数や，閲覧数の総数をもとに人気度を
得る．

• 外観

撮影スポットで撮影された写真から外観を得る．

• カテゴリ

撮影スポットで撮影された写真に付属しているタグをもとにその撮影スポットを象徴す
ると思われるものを抽出する．
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4.3.3 撮影スポット情報の提示

本ツールでは，地図をメッシュ状に分割し，そのメッシュの 1つ 1つを撮影スポットとみ
なすこととした．そして，各メッシュ内で撮影された写真の枚数や，閲覧数に基づいて地図
上にヒートマップを重畳表示することで，人気のある撮影スポットの分布を把握できるよう
にした．
さらに 3.1.2節で述べた撮影スポットの情報を以下のように提示する．

• 位置情報
地図上にヒートマップを重畳表示することで，撮影スポットの位置情報を把握できるよ
うにする．

• 時間情報
撮影スポットで撮影された写真の時間分布を行列表現で提示する．また，最も撮影枚数
の多い時間帯と月，時間帯と月の組み合わせも提示する．

• 人気度
各撮影スポットで撮影された写真の閲覧数や評価数等をもとにランキングを作成し表示
する．

• 外観
各撮影スポットで撮影された写真をサンプルとして提示し，外観を得られるようにする．
また，現在表示している地図の範囲にないに存在する写真を閲覧数や評価数の降順で提
示することで，どのような人気の写真が存在するか把握できるようにする．

• カテゴリ
撮影スポットで撮影された写真に付属しているタグから，その撮影スポットを代表する
タグ表示することで，撮影スポットのカテゴリを把握できるようにする．また，撮影ス
ポットで撮影された写真を表示することでもカテゴリは把握可能にする．

4.4 ツールの各要素
4.4.1 候補選択要素

候補選択の各要素について，より詳しく述べる．

地図 ツールの中心部分に地図を配置する．主に撮影スポットを選定する際，その撮影スポッ
トの位置や，他の撮影スポットとの位置関係を把握するために使用する．また，その撮影ス
ポットは山の中にあるのか，あるいは市街地にあるのか等の立地を把握する上でも有用である．
本ツールでは地図はMapbox1のものを使用した．また，上部のメニューバーから，グレー
1https://www.mapbox.com/

13



スケールの地図とカラーの地図の切り替えを可能にした（図 4.2）．

図 4.2: 地図の切り替え

ヒートマップ 地図上にはヒートマップを重畳表示している．
ヒートマップの大きさは可変であり,「1, 0.8, 0.5, 0.4, 0.2, 0.1, 0.08, 0.05, 0.04, 0.02, 0.01,

0.008, 0.005, 0.004, 0.002, 0.001」から選択できる（図 4.3）．それぞれの数字は，ヒートマップ
のマスの 1辺への緯度経度の割り当て数値である．例えば，「1」を選択した時，マスの縦の
辺は緯度 1度，横の辺は経度 1度の長さとなる．
ヒートマップの色の濃さが表す情報は以下の 4種類から切り替えることが出来る．

• photos

撮影された写真枚数の値を示す．どこで写真がよく撮影されているのかを見ることが出
来る．色の濃さは現在表示されているマスの値の最大値を不透明度 0.8に，最小値 0を
不透明度 0.1に設定し，線形に割り当てた．

• view

撮影された写真の閲覧数の合計の値を示す．写真が多く撮影されている場所や，閲覧数
の高い場所がわかる．色の濃さは photosの時と同様の方法で計算する．

• view ave

撮影された写真の閲覧数の平均の値を示す．閲覧数の高い写真はどこで撮影されている
のか観ることが出来る．色の濃さは photosの時と同様の計算方法である．

• photo percent

撮影された写真の中で，しきい値内の写真が占める割合の値を示す．例えば，あるヒー
トマップのマスで 100枚の写真が撮影され，その中で，しきい値内の閲覧数を持つ写真
が 10枚存在した時，そのマスの photo percentの値は 0.1となる．これにより，しきい
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値内の写真を撮影出来る可能性の高い場所が分かる．例えば，閲覧数のしきい値の範囲
を高めに設定した時，ヒートマップの色が濃い所があれば，そこに訪れることで，質の
良い写真を撮影できる可能性が高くなる．色の濃さは割合の最大値 1.0を透明度 0.8に，
最小値 0を透明度 0.1に設定し，線形に割り当てた．

また，状況に応じて，撮影スポットの分布を見やすく出来るように以下の 3つの追加計算
方法を追加した．

• none

撮影スポットの値をそのまま表示する．

• log

撮影スポットの値を対数化する．ある撮影スポットの値が非常に大きく，他の撮影ス
ポットの色が薄くなってしまう場合に有効である．

• tatami

ある撮影スポットAの値と，Aを中心とした，横 2マス，縦 2マスの範囲にある，計 24
の撮影スポットの値と比較する．初期値 0から，Aの値の方が高かった場合に 1を加算
していく．全ての撮影スポットに対し同様の計算を行い，撮影スポットの値を 0から 24
の範囲に収めて，ヒートマップに反映する．これにより，周囲と比べて質の高い撮影ス
ポットを表示することが可能となる．

図 4.3: ヒートマップ

ランキング ツールの左側にはランキングを表示している．ここでは撮影スポットのランキ
ングと写真のランキングを見ることが出来る（図 4.4）．
撮影スポットのランキングは，現在表示されているヒートマップのマスの値を上位からラ

ンキング形式で並べている．ランキングを表示することにより，現在地図に表示されている
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撮影スポットの中から，人気のものがどこにあるのかすぐに見つけることが可能になる．ラ
ンキングの棒の長さは，ヒートマップの表示する値が，「photos, view, view ave」の時はランキ
ング 1位の値を最大の長さ，値が 0の時に長さ 0になるよう設定し，線形で割り当てた．ヒー
トマップの表示する値が，「photo percent」の時は，値が 1の時に最大の長さ，値が 0の時に
長さ 0になるように設定し，線形で割り当てた．
また，ランキングの棒の左部分には，それぞれの撮影スポットの代表タグを記述した．詳

細はタグの節で記述する．
ツール左上のタブを切り替えることで写真ランキングを表示する．ここでは，現在地図に

表示されているヒートマップのマスの範囲で撮影された写真が，閲覧数または評価数の高い
ものから順に表示されている．この時，閲覧数か評価数どちらでソートするかは，メニュー
バーの設定による．

図 4.4: ランキング

タグ 写真にはタグが付属していることがある．このタグは撮影対象をあらわす象徴的な文
書情報のため，撮影スポットの情報として有用である．しかし，撮影された写真の全てのタ
グを表示することは現実的ではないため，集約する必要がある．この時，単純に登場頻度の
高いタグを表示した場合，「japan」や「Tokyo」等の普遍的なタグが抽出されてしまう．表示
するタグは，その撮影スポットの特徴を表したものが望ましいため，本研究では tfidf法を用
いて周囲の撮影スポットと比較し，特徴的なタグを抽出することにした．
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4.4.2 情報取得要素

情報取得の各要素について，より詳しく述べる．

撮影スポット情報 ツール右上部には，撮影スポットの情報を表示する．文字情報として，写
真枚数，平均閲覧数，総閲覧数，タグ，最も撮影枚数の多い月，最も撮影枚数の多い時間，最
も撮影枚数の多い月と時間の組み合わせを記載する．また，タブを切り替えることでその撮
影スポットで撮影された写真の時間分布を見ることが可能となる．時間分布表は，横軸が 1～
12月，縦軸が 0～23時台を示している．これをみることで，撮影スポットの人気の時期や時
間帯を把握することが出来る．

図 4.5: 撮影スポット情報

写真サンプル ツール右下部には，撮影スポットで撮影された写真を表示する．
写真は人気順，月別，時間帯別に表示を切り替えることが出来る．
人気順では，その撮影スポットで撮影された写真を閲覧数順または評価数順で表示する（図

4.6）．これにより，その撮影スポットでどのような写真が撮影され，人気なのか把握すること
が出来る．
月別では，写真を撮影された月毎に仕分けして表示する（図 4.7）．これにより，時期によっ

て，撮影される写真にどのような変化が生じるのか把握することが出来る．
時間別順では，写真を撮影された時間帯で仕分けして表示する（図 4.8）．仕分ける時間帯

は，早朝（4～6時台），日中（7～15時台），夕方（16～18時台），夜間 (19～3時台)とした．
これにより，時間帯の変化で撮影される写真にどのような変化が生じるのか把握することが
出来る．
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図 4.6: 写真サンプル

図 4.7: 月別写真サンプル
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図 4.8: 時間別写真サンプル

4.4.3 比較選定要素

比較選定の各要素について，より詳しく述べる．

マッピング 写真のサンプルを見た時に，その写真が撮影された場所に行きたいと思うこと
がある．そのとき，その写真はどの撮影スポットで撮影されたのかという少し地理的に曖昧
な情報よりも，まさにその場所で撮影されたという具体的な情報が必要となる．そのために，
本ツールでは写真の地理情報をマップに表示する機能を実装した．
写真をマウスオーバーすることで，その写真が撮影された場所が，地図上に赤いドットで

表示される（図 4.9）．更に，写真を地図上にドラッグ・アンド・ドロップすることで，黄色
いドットを地図上に固定することが出来る（図 4.10）．黄色いドットをマウスオーバーするこ
とで，ドラッグ・アンド・ドロップした写真を後から確認することも可能にした．これによ
り，気に入った写真の撮影された場所などを記録することができ，気に入った写真に基づい
た撮影スポット検索がスムーズに行えるようになる．

19



図 4.9: マッピング-マウスオーバー

図 4.10: マッピング-ドラッグ・アンド・ドロップ

メモリー 撮影スポットを検索していく上で，ある程度気に入った候補を上げ，最後に比較
を行う．そのため，途中で候補を記憶しておく必要がある．本ツールでは記憶作業をスムー
ズに行えるようにするために，撮影スポットのメモリー機能を実装した．
撮影スポットを選定していく途中に，記憶したい撮影スポットを Shift+クリックすること
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で，撮影スポットを記憶できる．記憶された撮影スポットは赤く表示される（図 4.11）．これ
により，人間の記憶作業を軽減し，比較選定における地理的比較等を容易にする．

図 4.11: メモリー

4.4.4 補助要素

ツールをより使いやすくするための補助的な要素について述べる．

メニューバー ツール上部にメニューバーを設置した（図 4.12）．メニューバーでは以下の設
定が変更できる．

• 地図のグレースケールとカラーの切り替え

• ヒートマップの値の切り替え

• ヒートマップの追加計算方法の切り替え

• ヒートマップの大きさの切り替え

• 場所検索

• 計算する写真のしきい値の基準の切り替え

• 計算する写真のしきい値の変更
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場所検索では，訪れたい地名や撮影スポットを入力することで，地図をその地へ移動させる．
しきい値とは，ランキングや，ヒートマップの際に，どの程度の評価の写真を計算に入れる

かという基準である．しきい値には，写真の閲覧数を示す「view」と評価数を示す「fav」の 2
つがある．例えば，しきい値の基準を「view」に，しきい値の値を「100～10000」とした場
合，閲覧数が 100以上 10000以下の写真を用いてランキングやヒートマップを作成する．こ
の機能を用いることで，閲覧数の低い写真をフィルタリングし，より質の高い写真の分布な
どが観ることができるようになる．

図 4.12: メニューバー

インタラクション スムーズに撮影スポットを選定するために，リンキングやメモリー機能
などの補助的な要素が必要となる．以下に本ツールで導入した機能を記述する．

• リンキング

撮影スポットのランキングから，そのスポットの位置を見たり，逆に撮影スポットの位
置から，そのスポットの順位を見るなどする場合がある．そのために本ツールでは，ラ
ンキングと地図のリンキングを導入した．具体的には，撮影スポットまたは，ランキン
グのどちらかをマウスオーバーすることで，お互いがハイライトされる（図 4.13）．こ
れにより，スムーズに情報を把握することが出来る．

図 4.13: リンキング
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• マイナスクエリ

撮影スポットを検索していく上で，既に行ったことのある場所や，行くつもりがない場
所が出現することがある．そういった撮影スポットの情報は，その後の候補選択の作
業において不要となる．しかし，そのような撮影スポットが，ランキングの上位などに
入っていたり，質の高い撮影スポットである場合，ヒートマップやランキングに大きな
影響をおよぼす場合がある．そのため，興味のない，不要な撮影スポットを除外する機
能があると撮影スポットの選定がスムーズに行えるようになる．そのために，本ツール
では，マイナスクエリ機能を実装した．

不要な撮影スポットを Alt+クリックすることで，その撮影スポットを計算から除外す
ることが可能となる（図 4.14）．除外された撮影スポットは灰色で表示され，ランキン
グやヒートマップの値は，その撮影スポットを除いたものに再描画される．この機能に
よって，撮影スポットの選定がよりスムーズに行えるようになる．

図 4.14: マイナスクエリ
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第5章 ユースケース

5.1 使用するデータ
このユースケースにおいて，Flickrの写真データを利用することとした．まず 2009年から

2013年に日本で撮影された，約 110万枚の写真を入手した．写真データには，撮影者，撮影
日，その写真の FlickrのURL,写真のタイトル，タグ，緯度，経度，閲覧数，評価数が含まれ
ている．

Flickrはだれでも使用可能であるため，アップロードされる写真も，風景を撮影したもの，
人を撮影したもの，フィギュアを撮影したものなど，様々存在する．撮影スポットの選定を
考える際，ポートレート等の人物写真や，フィギュアを撮影したもの必要ではないため，以
下のタグを持つ写真をデータから除外した．（portra, portrait, portraiture, human, girl, boy, lady,
woman, people, child, model, child, kids, family, cosplay, doll, dollfie)．
また，ある一定の評価を得た写真を元に，撮影スポットの情報を抽出した方が良い結果を得

られる可能性が高いため，閲覧数 100以上，評価数 5以上の写真データを用いることにした．
上記の写真の選定を行い，約 11万 5千枚のデータを使用することにした．

5.2 週末に鎌倉に訪れようと考えたAさんの場合
写真撮影が趣味であるAさんは，2014年 10月 25日の土曜日に鎌倉に日帰りで写真を撮影

しに行こうと考えた．交通手段は電車を用い，昼から夕方頃まで行動することを考えている．
まず地図を鎌倉に移動させる．地図をズームさせ，ヒートマップサイズを 0.001に変更し，

詳細に見られるようにする（図 5.1）．
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図 5.1: 鎌倉を地図の中心に表示した様子

次にランキングを見て上位のスポットを眺めていこうと考える．1位の撮影スポットをク
リックし，詳細情報を表示すると，なにやらたくさんの地蔵が並んでいる写真が表示された
（図 5.2）．タグの情報を見てみると，どうやら長谷寺という場所であることがわかった．写真
撮影にはなかなか面白そうな場所だと思ったので，ひとまず候補として保存しておくことと
した．

図 5.2: ランキング 1位の撮影スポットをクリックした様子
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次にランキング 2位の撮影スポットをクリックする．すると見覚えのある鎌倉の大仏の写
真が表示された（図 5.3）．タグを見ると高徳院という場所であることが分かった．鎌倉の大
仏は撮影対象として申し分ないと思ったので，候補として保存しておくこととした．

図 5.3: ランキング 2位の撮影スポットをクリックした様子

次にランキング 3位の撮影スポットをクリックしてみる．撮影スポットの位置や，撮影ス
ポットのタグ情報を見てみると，どうやらここも長谷寺であるらしいことがわかった（図 5.4）．
隣接する撮影スポットも調べてみると，その一帯が長谷寺であり，写真を見てみると，地蔵だ
けでなく朝顔の写真がちらほら見えることに気付いた（図 5.5）．朝顔の写真は綺麗だが，撮
影時期を見てみると 6月に撮影されていることが分かる（図 5.6）．今は 10月なので，週末に
訪れても朝顔の写真は撮ることは出来なそうだが，地蔵の写真は撮ることが出来るだろうと
いうことで，そのまま候補に入れておくことにした．先ほど保存した長谷寺と同じ場所では
あるため，撮影スポットの保存は省略する．
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図 5.4: ランキング 3位の撮影スポットをクリックした様子

図 5.5: ランキング 2位の撮影スポットに隣接する撮影スポットをクリックした様子
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図 5.6: 長谷寺で撮影された写真の時期の分布を眺めている様子

次にランキング 4位のものを見てみる（図 5.7）．するとランキング 4位と，ランキング 6
位に，「鶴岡八幡宮」というタグ情報があることに気付いた．両方をマウスオーバーしてみる
と，ほとんど隣り合わせにあることが分かる．その一帯の撮影スポットを見ていくと，鶴岡
八幡宮という大きな神社があり，牡丹や蓮の写真があることが分かる（図 5.8，図 5.9）．それ
らの撮影時期をみてみると，牡丹は 1～4月頃まで，蓮は 7～8月に撮影されていることが分
かる（図 5.10）．どちらも 10月の週末には撮影できそうにないが，神社としてなかなか大き
そうな場所であるため，候補に入れることに決定し，保存した．
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図 5.7: ランキング 4位の撮影スポットをクリックした様子

図 5.8: ランキング 4位の撮影スポットに隣接する撮影スポットをクリックした様子
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図 5.9: ランキング 4位の撮影スポットの周囲クリックした様子

図 5.10: 鶴岡八幡宮で撮影された写真の時期の分布を眺めている様子

次にランキングを，写真のランキングに切り替える．写真を眺めていると，海と富士山を
収めたきれいな写真を見つけた（図 5.11）．この写真が撮られた場所を観て，その撮影スポッ
トをクリックしてみると，富士山を見るのに中々良い場所でありそうなことがわかったので，
ここも候補として保存しておくことにした（図 5.12）．
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図 5.11: きれいな富士山の写真を見つけた様子

図 5.12: 富士山の写真が撮影された撮影スポットをクリックした様子

同様に地図範囲内の写真を見ていくと，きれいな竹林の写真があった（図 5.13）．その写真
が撮影された撮影スポットを見てみると，タグ情報から，報国寺と呼ばれる場所であること
がわかった（図 5.14）．また，他の写真も同様に綺麗であり，中々良い竹林のようなので，こ
こも候補として保存しておくこととした．
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図 5.13: きれいな竹林の写真を見つけた様子

図 5.14: 竹林の写真が撮影された撮影スポットをクリックした様子

撮影スポットの候補を十分列挙できたと感じたので，実際にどこに行くか考えることにし
た．候補に挙げた 5つの撮影スポットの中で，ここだけは絶対に行きたいというような場所
はないため，無理なく複数回れるように訪れようと思った．そのために，5つの撮影スポット
の位置関係を見てみると，高徳院と長谷寺は近くにあるが，他の 3箇所はバラバラであり，1
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日でめぐることを考えると中々骨が折れそうだと感じた（図 5.15）．そのため高徳院と長谷寺
に訪れることを決めた．

図 5.15: 候補に挙げた 5つの撮影スポットの候補を眺めている様子

高徳院と長谷寺に訪れることは決めたが，当日時間が余った時に他に追加で訪れる場所を
決めておこうと思った．そのために，高徳院，長谷寺を地図の中心に置き，周りの撮影スポッ
トを見てみることにした．ランキングを見てみると，1位と 2位は高徳院と長谷寺であるが，
3位に別の場所がランクインしている．3位をクリックしてみると，タグ情報から稲村ヶ崎と
呼ばれる場所であることが分かった（図 5.16）．また，写真を見てみると，海沿いの公園のよ
うな場所で，富士山や夕日が綺麗に見える場所であった．そのため，高徳院と長谷寺を巡っ
た後，時間が余った場合にここに訪れ，できれば夕日の写真を撮りたいと考えた．
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図 5.16: 高徳院と長谷寺の周辺の撮影スポットをクリックした様子

こうして，週末の 10月 25日の土曜に，高徳院，長谷寺，時間が余れば稲村ヶ崎に訪れる
ことに決定した．
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第6章 考察

本ツールは地図をベースに撮影スポットの候補を検索し，その情報を取得するという流れ
をスムーズに行えるように設計した．それにより，従来よりもスムーズに撮影スポットの選
定を行えるようになった．
候補選択の段階においては，地図表示範囲内で撮影された写真のランキングが非常に有用で

あると感じた．地図表示範囲内で評価の高い写真を見付けることが出来るため，撮影スポッ
トの人気度に関わらず，質の高い写真を見付けることが出来る．これにより，有名ではない
が質の高い撮影スポットを見付けることができるようになると感じた．
情報取得の段階においては，撮影された写真を月や時間別に分類して表示したことが非常

に有用であった．撮影された写真の表示により，撮影スポットの外観が分かり，更に時間で
分類することで，1年または 1日を通じて，どのように撮影スポットの外観が移り変わってい
くのかがよく分かるようになった．
比較選定の段階においては，メモリ機能が非常に有用であった．従来のツールで撮影スポッ

トを選定する際は，撮影スポット候補の一覧とその位置関係を自分の一時記憶に頼る事が多
かったが，メモリ機能を使うことにより記憶負担が軽減された．また，再度どのような撮影
スポットであるか確認することが容易になった．
しかし，まだ改善すべき点が何点かある．1つは，本ツールは地理情報からの撮影スポット

選定に特化していることである．例えば，紅葉の写真を撮りたいから紅葉の撮影スポットだ
けを表示するというような撮影対象に特化した撮影スポット選定や，今この時期に旬を迎える
撮影スポットに訪れたいというような撮影時期に特化した撮影スポット選定は支援できない．
また，本ツールでは撮影スポットを地図ベースで検索することが可能であるが，鉄道や，道

路網などの交通機関等を考慮した検索には対応していないため，撮影スポット間の時間的な
距離情報は得難い．
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第7章 結論

本研究では撮影スポットの選定を支援するツールを開発した．撮影旅行等に出かける際に
は，訪れる撮影スポットを選定する必要がある．その際，撮影者自身の条件を踏まえつつ，
様々な撮影スポットの情報を取得し，比較する作業を行う．しかし，Webサイトや雑誌を用
いてそれらの作業を行う事は非常に手間がかかり，また，撮影スポットの選定に重要な，写
真のサンプルや，撮影時間の分布等の情報を得るのは難しかった．
本研究ではまず，撮影スポットの選定に必要な情報と手順をまとめた．また，選定手順に

基づき撮影スポットを選定するためのツールのインタフェースを設計し，大規模写真データ
を元に，撮影スポット選定支援ツールを開発した．これにより，地図ベースでの撮影スポッ
ト検索，そして写真サンプルや撮影時間分布といった情報の容易な入手が可能になり，従来
よりもスムーズに撮影スポットの選定が行えるようになった．
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